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Flores de baria poesía （1577年） 所収の Francisco 
de Terrazas のソネット
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はじめに
　16世紀後半のヌエバ・エスパーニャ副王領で詩作を展開した Francisco 
de Terrazas は、スペインでも名の知られた最初のクリオーリョ詩人とされ
る。その評価を示す一例としてよく引用されるのが、Cervantesが牧人小説
La Galatea（1585年）で詩女神の口をかりて同時代の優れた詩人を紹介した
“Canto de Caliope”の次の一節である。
 De la región antártica podría
 eternizar ingenios soberanos,
 que si riquezas hoy sustenta y cría
 también entendimientos sobrehumanos.
 Mostrarlo puedo en muchos este día,
 y en dos os quiero dar llenas las manos:
 uno, de Nueva España y nuevo Apolo; 
 del Perú, el otro, un sol único y solo. 
 Francisco, el uno, de Terrazas tiene 
 el nombre acá y allá tan conocido, 
 cuya vena caudal nueva Hipocrene 
 ha dado al patrio venturoso nido. 1
　このように副王領のみならず大西洋を隔てたスペインでも一定の評価を
得、「彼の地この地を問わずして遍く知られ」ていたにもかかわらず、Terrazas
の生涯について詳しいことは分かっていない。García Icazbalceta （ix-xxiii） に
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よれば、同名の父親は Hernán Cortés のメキシコ征服に参加したコンキスタ
ドルで「コルテースの家令を務めた立派な人物」であり、1549年頃に「天寿を
全うした」という 2。詩人の方は 1525年頃に生まれたとされるが、その後の
消息は不明で、1574年に副王 Enríquez de Almanza を誹謗する韻文の文書作
成にかかわった疑惑により、同じく詩人だった González de Eslava と共に数
日間勾留されたことなどがわずかに伝わっているだけである。没年は従来
1600年頃とされてきたが、1580年には死去していたと考えられる（Baudot, 
p.1086）。
　その作品もまた多くが散逸したと推測され、Terrazasのものとして伝
わっているテクストは、現時点で次の 5つにとどまる。存在が確認された
順に挙げると、（1）Baltasar Dorantes de Carranza による Sumaria relación de las 
cosas de Nueva España
 ［ヌエバ・エスパーニャの事物に関する簡潔な報告］ 
（1601-1604）というクロニカ。Terrazas を「トスカーナ語、ラテン語、カス
ティーリャ語の傑出した詩人」（pp.178-179） と評するとともに、コルテス
によるメキシコ征服を主題とした Terrazas の未完の叙事詩 Nuevo Mundo y 
Conquista
 ［新世界と征服］ から 175連を引用している。 （2）1577年にメキシ
コで編纂されたとされる手稿の詩歌集 Flores de baria poesía ［秀吟詞華集］ 
3。Gutierre de Cetina、Hernando de Acuña、Gregorio Silvestre、Francisco de 
Figueroa、Baltazar de Alcázar、Juan de Herrera といったスペインの詩人に並
んで、Martín Cortés、Carlos de Sámano といったクリオーリョの詩人の作品
も収録されており、Terrazas についてはソネット 5篇（“¡Ay, vasas de marfil, 
uiuo edificio” ,  “Dexad las hebras de oro ensortijado” , “El que es de algún peligro 
escarmentado” , “Royendo están dos cabras de un nudoso” , “Soñé que de una peña 
me arrojaua”）が収められている。 （3）カスティリャ・ラ・マンチャ州立図
書館所蔵のボルボン・ロレンサナ・コレクションの写本 506番 ［Manuscrito 
506 （fondo Borbón-Lorenzana） Biblioteca de Castilla-La Mancha］4。1560年頃か
ら 1570年頃に Sevillaで編纂されたとされ、前出の Flores de baria poesíaよ
り時代的には少し前の 1550年頃から 1560年頃に書かれたと考えられる作品
を収録している。Terrazasの作品は、書簡詩 1篇（“Pues siempre tan sin causa 
pretendiste”）とソネット 4篇（ “Parte más principal de esta alma vuestra”, “Cuando 
la causa busco del efecto” , “La mano que os dejó de una sangría” , “La diosa que fue 
en Francia celebrada”）が収められている。 （4）メキシコの 国立総合文書館 
［Archivo General de la Nación］ に保管されている宗教裁判の記録（Inquisición, 
t.222, ff.203-211）。友人でもあった詩人 González de Eslava がモーゼの律法
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について提起した問いに、Terrazas が十行詩 ［décima］ の形式で答えたテク
ストが 2篇収められている 5。 （5）ペンシルヴァニア大学図書館が所蔵する
16世紀末にメキシコで編纂されたとされる写本 Spanish56 6 。Flores de baria 
poesíaにも収録されているソネット 2篇（“Soñé que de una peña me arrojaba” , 
“Royendo están dos cabras”）および新たに Terrazas のものと確認されたソネッ
ト（“Imagen, templo, altar, incienso y coro” , “Aquella larga mano que reparte”）が
収められている。なお、この「発見」により、従来 9篇とされた Terrazas のソ
ネットは計 11篇となった。
　16世紀の詩歌選集の写本が相次いで活字化され、テクスト間の異同が明
らかとなり、新たなテクストが発見されているにもかかわらず、彼の作品は
これまで（1）の叙事詩の一部や（2）の Flores de baria poesía 所収のいくつかの
ソネットが、主に植民地時代の詩のアンソロジーに収録されるばかりで、現
存するテクストを校訂する作業は、1940年の Castro Leal 版（Poesías, edición, 
prólogo y notas de Antonio Castro Leal, México: Librería Porrúa）以降、実質的に
行われていない。また、アンソロジーでは、スペインのセビーリャ派に連な
る詩人として解説されるのみで、研究成果を踏えた注釈が施されることは稀
である。そこで、本稿では Terrazasの作品の中でも特によく知られている（2）
の Flores de baria poesía に収録されたソネット 5篇について、それぞれ解題
しながら、その文学的位置づけについて検討したい。
1.  Dejad las hebras de oro ensortijado
1  Dejad las hebras de oro ensortijado　
 que el ánima me tienen enlazada,　
 y volved a la nieve no pisada　
 lo blanco de esas rosas matizado.　
5  Dejad las perlas y el coral preciado　
 de que esa boca está tan adornada,　
 y al cielo, de quien sois tan codiciada,
 volved los soles que le habéis robado.　
  La gracia y discreción que muestra ha sido　
10 del gran saber del celestial maestro,　
 volvédselo a la angélica natura;　
  Y todo aquesto así restituido,　
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 veréis que lo que os queda es propio vuestro:　
 ser áspera, crüel, ingrata y dura. 7
  私の魂を捕らえて放さない　その黄金の巻き毛を　捨て去るがいい
 その薔薇を混ぜた白さを　未踏の白雪に　返すがいい
  その口を見事に飾っている　真珠と珊瑚を　捨て去るがいい
 あなたを妬んでいる空に　奪い取った太陽を　返すがいい
  天上の匠の大いなる知恵の証しである　その気品と分別を
 天使のもとに　返すがいい
  こうしてすべてを元に戻し　残ったものこそ本来のあなた
 厳しく　酷く　冷たく　硬い
　このソネット（Flores de baria poesía の 120番）は、植民地時代のラテンア
メリカの詩のアンソロジーには必ず採録され、Terrazasの作品としてもっと
もよく知られたものであり、その緊密な構成との完成度の高さから「スペイ
ン植民地におけるペトラルカ主義の珠玉」（Méndez Plancarte, xxxii）とも評価
されている。もっとも、前半部 8行における想い人の外見の美しさを称える
比喩、すなわち第 1行の「黄金の巻き毛 」、第 4行の「薔薇を混ぜた白（＝赤
く染まった血色のよい両頬）や「未踏の白雪（＝乙女の白い肌）」、第 5行の「真
珠（＝白い歯）」や「珊瑚（＝紅い唇）」、第 8行の「太陽（＝明眸。なお、空が女
性を妬むのは、天体としての太陽がひとつであるのに対し、女性は目すなわ
ち太陽を二つ備えているから。それほど彼女の明眸は美しく眩いという誇
張）」などは、ペトラルカのソネット 220番 （“Onde tolse Amor l’ oro, et di qual 
vena”）8 や、スペイン語の詩にイタリア様式を導入した Garcilaso de la Vega 
のソネット 23番 （“En tanto que de rosa y azucena”） に連なる伝統的かつ常套
的なものであり、これらの比喩には独創性を求めるべくもない。しかし、同
じような比喩を用いながらも、Terrazas のソネットの構文と主題は Garcilaso 
とは一見よく似て異なるものとなっている。Garcilaso のソネット23番 （p.43） 
は以下のとおりである。
1  En tanto que de rosa y azucena
 se muestra la color en vuestro gesto,
 y que vuestro mirar, ardiente, honesto,
 enciende el corazón y lo refrena;
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5  y en tanto que el cabello, que en la vena
 del oro se escogió con vuelo presto,
 por el hermoso cuello blanco, enhiesto,
 el viento mueve, esparce y desordena;
  coged de vuestra alegre primavera
10 el dulce fruto, antes que el tiempo airado
 cubra de nieve la hermosa cumbre.
  Marchitará la rosa el viento helado,
 todo lo mudará la edad ligera,
 por no hacer mudanza en su costumbre. 9
　まず、前半部における女性美の描写（いわゆる descriptio puellae）において
は、両者は伝統的で常套的な比喩を共有している。また、ソネット全体の構
成においても、Garcilaso は “en tanto que ［～する間に］” というフレーズを、
Terrazas は “dejad ［捨て去るがいい］” や “volved ［返すがいい］” というフレー
ズを反復して、美しさの具体例を列挙している点でよく似ている。しかし、
このように列挙された女性美について提示される真理が、両者ではまった
く異っている。Garcilaso が今が盛りの美貌も時の移ろいとともに朽ちてい
くのだから、 “coged de vuestra alegre primavera / el dulce fruto ［心楽しき汝が春
の甘き果実を取り入れよ］” 、すなわち “collige, virgo, rosas ［乙女よ、薔薇を
摘め］” あるいは “carpe diem ［その日を摘め］” と促すのに対し、Terrazas は、
想い人の美貌は非本質的な借りものに過ぎず、彼女の本質とは “ser áspera, 
crüel, ingrata y dura ［厳しく、酷く、冷たく、硬い］”といって非難しているの
である。この最終行における抽象的な形容詞は、美貌を色彩的で具体的に描
写する前半部とコントラストをなしているとも言えよう。
　ところで、Flores de baria poesía には、Terrazas のソネットに続いて、次の
ような同工異曲のソネット（121番）が収録されている。
1  Volvedle la blancura a la azucena
 y el purpúrero color a los rosales,
 y aquesos vuestros ojos celestiales
 al cielo, con la luz que os dio serena.
5  Volvedle el dulce canto a la sirena
 con que hacéis su oficio en los mortales;
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 volvedle los cabellos naturales
 al oro, pues salieron de su vena.
  A Venus le volved la gentileza;
10 a Marte el pelear de que es más diestro;
 volvé el velo a Diana, casta diosa.
  Quitad de vos aquesa suma alteza,
 quedaros eis con sólo lo que es vuestro:
 que es sólo ser ingrata y desdeñosa. 10
　全体的な構成や主題など、極めてよく似ているものの、まず第三連で神
話（sirena, Venus, Marte, Diana）に依拠した比喩が用いられている点が大きな
違いとして指摘できる。また Terrazas が “dejad” と “volved” という二種類
の動詞の命令形を交互に使用し、最終行では女性を形容するのに四種類の
形容詞を並べているのに対し、このソネットでは、命令形の動詞は一種類 
（volved） で、最終行の形容詞も二種類にとどまっている。校訂者 Peña （Flores, 
p.281） は註で作者不詳としているが、別の複数の詩歌選集との照合の結果、
1918年の時点で Henríquez Ureña （p.51） が示唆していたとおり、現在では 
Francisco de Figueroa （ca.1530-ca.1588） が作者であると考えられている 11。た
だし、転写などの際に生じたと思われる異同が複数箇所あり、Figueroa の詩
集の校訂版 （pp. 370-371） では次のようになっている（下線部筆者）。
1  Volvedle la blancura a la azucena,
 y el purpúreo color a los rosales,
 y aquesos bellos ojos celestiales
 al cielo con la luz que os dio serena;
5      volvedle el dulce canto a la sirena
 con que tomáis venganza en los mortales,
 volvedle los cabellos naturales
 al oro pues salieron de su vena;
      a Venus le volved la gentileza,
10 a Mercurio el hablar, de que es maestro,
 y el blanco velo a Diana, casta diosa; 
      quitad de vos aquesa suma alteza,
 quedaréis con sólo lo que es vuestro,
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 que es sólo ser ingrata y desdeñosa. 12
　両者を比較すると、3行目の “vuestros ojos ［あなたの目］” が “bellos ojos 
［美しい目］”に、6行目の “hacéis su oficio ［自分の役目を果たす］” が “tomáis 
venganza ［復讐をする］”に、10行目の “a Marte el pelear ［マルテに戦うすべ
を］” が “a Mercurio el hablar ［メルクリオに話すすべを］”、11行目の “volvé el 
velo ［ヴェールを返せ］” が “y el blanco velo ［そして白いヴェールを］”に、13
行目の “quedaros eis” が “quedaréis con” になっていることが確認できる。
　この二つのソネットは、次の Luís de Camões （ca.1524-1580） のものとされ
るポルトガル語のソネットの翻案だと考えられてきた 13。
1  Tornai essa brancura à alva açucena
 e essa purpúrea cor às puras rosas;
 tornai ao Sol as chamas luminosas
 dessa vista que a roubos vos condena;
5  tornai à suavíssima Sirena
 dessa voz as cadências deleitosas;
 tornai a graça às Graças, que queixosas
 estão de a ter por vós menos serena;
  tornai à bela Vénus a beleza,
10 a Minerva o saber, o engenho, e a arte,
 e a pureza à castíssima Diana.
  Despojai-vos de toda essa grandeza
 de dões; e ficareis em toda a parte
 convosco só, que é só ser inhumana.
　このソネットは、 “tornai ［返すがいい］” という命令形を繰り返し、最終連
で愛する女性の本質的な冷たさを非難し、ヴィーナスやディアナといった神
話的要素を用いているなどの点で、Figueroa のソネットと基本的に共通して
いるが、神話的要素としてミネルヴァが選択され、女性を非難する形容詞が
一語 （inhumana） のみとなっている点で異なっている。
　これらのソネットの主題と構成はさらに、16世紀前半のモデナの詩人 
Francesco Maria Molza （1489-1544） の次のソネットにまで遡ることができると
いう 14。
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1  Rendete al Ciel le sue bellezze sole,
 e le grazie a le Grazie, onde conquiso
 havete ogn’alma, che vi mira fiso,
 di cui più pianger, che parlar si suole;
5  e rendete i pensieri e le parole,
 e i sembianti, e gli sguardi, e’l dolce riso　
 et tutti gli honor suoi al Paradiso,　
 e al Sol rendete la beltà del Sole;
  et rendete ad Amor l’arco e gli strali,
10 et rendete lor prima libertade
 de l’alme tolte ai miseri mortali.
  Che d’ogni altrui rendete in questa etade;
 non resterà se non, con mille mali,
 altro di vostro in voi, che crudeltade. 15
　 “rendete ［返すがいい］” という命令形を繰り返し、最終連で女性を非難す
る構成は、これまで見てきた一連のソネットと共通しているが、ヴィーナス
やディアナといった神話的要素が影をひそめてアモルのみとなっている。ま
た、女性を非難する形容詞が一語 （crudeltade） となっている点が違いとして
指摘できる。
　ちなみに Bustos Tauler （p.10）は、画家Velázquezの師として有名な Francisco 
Pacheco （1564-1644） のおじで Fernando de Herrera （1534-1597） とも親交の深
かったセビーリャの司祭 Francisco Pacheco （1535-1599） によるラテン語の恋
愛詩（Ad pvlcherrimam et doctissimam heroinam Isabellam）にも、同様のモチー
フが見られることを指摘している。
 ［…］ crede mihi, formae dos aliena yuae est:
 redde rosae uernat rosea qui fronte ruborem,
 candorem niueum redde modesta niui;
 redde suas conchae gemmas, quibus ore renides,
 atque ostrum labias quo tibi tinxit Amor ［…］ 16
　“redde ［返すがいい］”という命令形を繰り返す全体的な構成や、“rosae ［薔
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薇に］”、“candorem niueum ［雪のような白さを］”、“niui ［雪に］”といった比喩、
“formae dos aliena yuae est ［君の美しさは君のものではない］”という非難など、
Molza の流れを汲むソネット群と多くの要素を共有していることが分かる。
　Terrazas がポルトガル語やイタリア語のソネットを直接に翻案したのか否
かは断定することはできないが、少なくとも神話的要素を排除し、最終行に
おいて女性の冷たさを表す形容詞を一語から四語に増やすことで、畳みかけ
るような効果を追求していることが分かる。
　Terrazasが、ポルトガル語やイタリア語のソネットを直接に翻訳したの
か否かは断定することはできないが、少なくとも神話的要素を排除し、最終
行において女性の冷たさを表す形容詞を一語から四語に増やすことで、畳み
かけるような効果を追求しているといえよう。
2.  Soñé que de una peña me arrojaba
1  Soñé que de una peña me arrojaba
 quien mi querer sujeto a sí tenía, 
 y casi ya en la boca me cogía
 una fiera que abajo me esperaba;
5  Yo, con temor, buscando procuraba
 de dónde con las manos me tendría:
 al filo de una espada la una asía
 y a una yerba la otra mano echaba;
  La yerba, a más andar, se iba arrancando, 
10 la espada iba la mano deshaciendo,
 y yo sus crudos filos apretando.
  ¡Oh mísero de mí! ¡Qué mal me entiendo, 
 pues huelgo verme estar despedazando
 de miedo de acabar mi mal muriendo!
  私の心をほしいままにしている人に　岩山から突き落とされる　夢を見た
 下では獣が待ち構え　ほとんど噛みつかんばかりだった
  つかまるところはないかと　怯えながら必死に探したが
 片手は剣の刃を握り　片手は草をつかもうとしていた
  草は徐々に引き抜かれ　剣は手を切り裂いていったが
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 冷酷な刃を握りしめるしかなかった
  哀れな私　自分でも分からない　わが身が引き裂かれるのを楽しみ
 死んで恋の病が終わるのを恐れるのだから
　Flores de baria poesía では 186番（p.283） のソネット。1997年、Spanish56 
（f.58r） にも収録されていることが分かると、両者には異同が少なからずあ
ることが判明した。後者のヴァージョンの方がより自然であるという指摘 
（Lasarte, pp.48-49 ; Alatorre: 2003, p.155） に従い、本稿も Spanish56 版を採用
する。異同を確認しておくと、内容的には大きな違いはないものの、Flores 
de baria poesía
 では、7行目が “y el filo” に、8行目の “y a una yerba la otra 
mano echaba ［もう片方の手を草にのばしていた］”が “y en una yerbezuela la 
otra hincaba ［もう片方を小さな草につっこんでいた］に、9行目の “se iba” が 
“la iba”に、10行目の “iba”が “a mí”に、11行目の “y yo sus crudos filos ［そし
て私はその冷酷な刃に］”が “yo más sus vivos filos ［私はその剥き出しの刃を
さらに］”となっている。特に 8行目については、Henríquez Urena （p.51） が活
字化に際し、写本の腐食が著しいため判読できず、 “… ava”としか表記でき
なかったものを、Lasarte （p.48） によれば、Castro Leal が “hincaba”と推測し、
それが後の編纂者たちによって採用されてきたらしい。
　Zaid 編によるメキシコ詩のアンソロジーで “EL RECHAZADO ［拒絶され
た者］” との表題が付されている（p.331）ことにも明らかなように、ここで
は想い人に求愛を拒絶された「私」の絶望的な心境が表現されている。女性
の外見的な美しさを称賛した後に、最終連でその冷淡な態度を嘆いたり非
難するのが一般的であるとするなら、ここでは「愛される者の拒絶と愛する
者の固執とが見事に舞台化されている」（Alatorre, ibid）、すなわち「私」の心
象風景が視覚化されているのが特徴的ということになるだろう。また、特
に最終連では、“mísero ［哀れな］”、“mal ［不幸］”、“miedo ［恐れ］”、“muriendo 
［死んで］”という語頭に同音を持つ並べ、執拗にこの音を反復すること
で （¡Oh mísero de mí! ¡Qué mal me entiendo, / ［…］ / de miedo de acabar mi mal 
muriendo!） 、ソネット全体の方向性を決定する重要な単語を強調するととも
に、終結部に独特の緊張感を与えている。
3.　¡Ay basas de marﬁl, vivo ediﬁcio
1  ¡Ay basas de marfil, vivo edificio
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 obrado del artífice del cielo,
 columnas de alabastro que en el suelo 
 nos dais del bien supremo claro indicio! 
5  ¡Hermosos capiteles y artificio 
 del arco que aun de mí me pone celo! 
 ¡Altar donde el tirano dios mozuelo 
 hiciera de sí mismo sacrificio! 
  ¡Ay puerta de la gloria de Cupido 
10 y guarda de la flor más estimada 
 de cuantas en el mundo son ni han sido!
  Sepamos hasta cuando estáis cerrada 
 y el cristalino cielo es defendido  
 a quien jamás gustó fruta vedada.
  象牙の柱礎よ　天上の創造主の手になる生ける建築よ　　
 地上の私たちに　至福の明らかなしるしを伝える　雪花石膏の円柱よ！
  私をも敬虔にする　美しい柱頭とアーチの技巧よ！
 幼い横暴な神が　自らを犠牲にするほどの祭壇よ！
  クピドの栄光の門よ　かつてこの世に存在したどの花よりも
 この上なく美しい花の番人よ
  あなたはいつまで閉ざされ　その水晶の天が守られるだろうか
 禁断の果実を味わったことのない者から
　Flores de baria poesía では 255番 （p.369） のソネット。メキシコのノーベ
ル賞詩人Octavio Pazは「（Terrazasは） 素晴らしいソネットを幾つか残した
が、その中のひとつに脚をうたった忘れがたい一篇がある」（p.73）と称賛し
ているが、Íñigo Madrigal （pp.41-41） や Tenorio （p.183） が指摘するように、
これまで活字化あるいはアンソロジーに採録されることはほとんどなかっ
た。編者たちはその理由を「内容が性的」 （Pimentel 17） であるとか「あまりに
も放縦」 （García Icazbalceta, p.13） であるなどと弁明しているが、要するに
「（Terrazasの）ソネットの最良のものは少々不道徳なので」（Menéndez Pelayo, 
p.32） 収録がためらわれてきたようである。しかし、20世紀後半のアンソロ
ジ （ー1985年の Poesía hispanoamericana colonial や 1990年の Poesía colonial 
hispanoamericana）ですら収録を避けるほど過激で不道徳とは思われず、例え
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ば Blecua などはルネサンス期のスペイン詩のアンソロジーにこのソネット
を収めている（p.183）。そこで、ここではまず、テクストを字義どおりに解
釈した上で、その「不道徳」の程度と文学史的意味について検討しようと思う。
　まず、女性のプロポーションの美しさを建築に喩えるのは肖像詩のひとつ
のパタンであり、このソネットはそのような建築的肖像詩のひとつとして創
作されている。1行目の「象牙の柱礎」は女性の白い足を、3行目の「雪花石
膏の円柱」は白くて長い美脚の比喩で、4行目の「至福の明らかなしるし」と
は、これほど脚が美しいのならば、その上にあるものはもっと美しいに違
いない、という期待感の比喩となっている。5行目の「美しい柱頭とアーチ
の技巧」とは、二本の円柱を結ぶアーチの美、すなわち両脚を結ぶ部位の曲
線美を意味し、「幼く横暴な神が自らを犠牲にするほどの祭壇」とは、その部
位が愛の神クピドをして自ら生け贄にならしめるほどに美しいという強調表
現である。そして 13行目の「水晶のような天 」と訳した “cielo cristalino” が、
宗教的には十層からなる天国界の原動天（第九天）を意味していることから、
足から脚へ、脚からその先へと上昇してきた「私」の視線の先にある至高天（第
十天）が、「栄光の門」に「閉ざされ」ている「美しい花」や「禁断の果実」と同じ
「聖域」として渇望され、称賛されていると解釈できる。
　このような肖像詩における身体描写は、「髪から始まって喉や胸まで達す
ると、まるで胸と脚の間には言及すべきものが何もないかのように脚に飛ぶ」
（Alatorre: 1986, 23） のが一般的であった。例えば、Baltasar de Alcázar は肖像
詩のパロディで老いた娼婦を次のように描いている（pp.189-190）。
1  Cabellos crespos, breves, cristalinos,
 frente que de miralla turba y mata,
 cejas cuyo color vence a la plata
 y el alabastro y nieve hace indignos;
5  ojos de perlas, blandos y benignos,
 nariz que a cualquier otra desbarata,
 boca sin fin, alegre al que la trata,
 dientes donosos, raros, peregrinos;
  trepado cuello digno de respeto,
10 manos conformes al trepado cuello,
 pecho profundo y tierno, sin defecto;
  melindroso ademán, dulce y discreto…
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 Si lo que vemos público es tan bello,
 ¡contemplad, amadores, lo secreto! 18
   
　いかにもペトラルカ風の常套的な形容詞を連ねて老婆の醜悪な様子をグロ
テスクなまでに細かに描写するものの、「そこ」については終末の二行で「わ
れらの目にあらわなものがこれほど美しいのなら／恋する者たちよ、秘め
られたものを観想したまえ！」と暗示するにとどまっている。そして、Íñigo 
Madrigal （pp.45-49） は、この「秘められたもの」や大腿を称えるのは、抒情詩
ではなく艶笑歌の領域に属するものであり、それを宮廷風恋愛詩の語彙と修
辞によって表現した Terrazas のソネットは異質かつ新しかったといい、その
後、例えば次の Lope de Vega （pp.327-329） のソネットのように、肖像詩のあ
らたな流れを形成するにいたったと論じている。
1  Yo vi, sobre dos piedras plateadas,
 dos colunas gentiles sustenidas,
 de vidro azul cubiertas, y cogidas
 en un cendal pajizo y dos lazadas.
5  Turbéme, y dixe: “¡O prendas reservadas
 al Hércules que os tiene merecidas!,
 si como de mi alma sois queridas
 os viera de mis braços levantadas,
  tanto sobre mis ombros os llevara,
10 que en otro mundo, que ninguno viera,
 fixara del Plus ultra los trofeos.
  ¡O, fuera yo Sansón, que os derribara,
 porque cayendo vuestro templo, diera
 vida a mi muerte, y muerte a mis deseos!” 19
　ここでは女性の脚がヘルクレスの柱に喩えられ、そこから「もっと先へ」
進みたいという願望がうたわれているが、校訂者 Pedraza Jiménezの解説 
（p.326） によれば、この 1582年頃に書かれた「半ポルノグラフィック」なソ
ネットは、すぐさま好評を博して多くの詩歌集に採録され、イタリアの詩
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人 Marino （Donna che si lava le gambe） や Scipione della Cella （Vive colonne d’
alabastro schietto） など多くの翻案を生むことになったという。
　このように宮廷風恋愛詩の伝統に反する一方、Terrazasの「聖域」賛歌の
ソネットには、聖書や中世文学の伝統的修辞もまた流入しているという。
Íñigo Mdrigal （ pp.58-59）はフランスの中世文学の権威 Edmond Faral による
12世紀から 13世紀の詩学に関する研究 20を引用して、中世のラテン語文学
やルネサンス以前のヨーロッパ文学においては女性美の描写に制限のなかっ
たことに注意を喚起し、例として旧約聖書の雅歌の翻訳や『薔薇物語』の一
節を挙げている。
　まず、花婿と花嫁が互いに賛美し合う男女の恋の歌である雅歌（5.15）に
は「脚は純金の台に据えられた大理石の柱（p.1055）」といった表現がみられ
るが、Terrazas のソネットの第一連目の「象牙の柱礎の立つ雪花石膏の円柱」
がこの雅歌の比喩を踏襲したものであろうことは容易に推測できる。また、 
“bien supremo ［至福］”、“puerta de la gloria ［栄光の門］”、“el cristalino cielo ［水
晶の天／第九天／原動天］”、 “fruta vedada ［禁断の果実］” といった語句が、キ
リスト教文学の伝統からきたものであるのも明らかであろう。
　『薔薇物語』では、女性の身体的な美は次のように寓意的あるいは暗示的
に描写されている（pp.327-328）。「すぐれた射手たる＜ウェヌス＞は塔に小さ
な狭間が隠されているのを見て取り、そこに狙いを付けた。［…］ この狭間は
＜自然＞が二本の小さな柱の間に巧みな技術でしつらえたものだった。この
柱は銀で出来ていて、たいへん優美な形を持ち、聖遺物匣（シャス）を支え
るような形で、やはり銀で出来た像を載せていた。像は高すぎず低すぎず、
また太すぎもせず、かといってか細すぎることもなく、腕も肩も手も完璧な
比率で作られていて、まったく過不足ない出来映えだった。四肢の残りの部
分もたいへん美しく、しかもそこには匂い玉よりも芳しい聖遺物箱（ルリケー
ル）が貴い布で包まれて隠されていた」。翻訳者の註によれば、「像（おそらく
は半身像）を支える「二本の小さな柱」.II. pilerez は、後の記述に「四肢の残り
の部分」とあり、ややわかりにくくなるが、とりあえず女性の脚」（p.327）と
解釈され、「聖遺物箱」と訳した箇所は原文では “saintuaire” となっていて「「貴
い布で包まれた」という意味ありげ」な形容がなされているため「聖なるもの、
聖域」と解釈する立場もあるという （p.329）。
　つまり、Terrazas のこのソネットにおけるポルノグラフィックな比喩は、
ルネサンス期の宮廷風恋愛詩の修辞と中世文学の修辞とを融合させたもので
あり、肖像詩に新たな地平を拓いた可能性があるといえる。
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4.　El que es de algún peligro escarmentado
 A UNA DAMA QUE DESPABILÓ UNA VELA CON LOS DEDOS
1  El que es de algún peligro escarmentado,
 suele temerle más que quien lo ignora;
 por eso temí el fuego en vos, señora,
 cuando de vuestros dedos fue tocado.
5  Mas, ¿vistes qué temor tan excusado
 del daño que os hará la vela agora?
 Si no os ofende el vivo que en mí mora,
 ¿cómo os podrá ofender luego pintado?
  Prodigio es de mi daño, Dios me guarde,
10 ver al pabilo en fuego consumido,  
 y acudirle al remedio vos tan tarde,
  señal de no esperar ser socorrido
 el mísero que en fuego por vos arde,
 hasta que esté en ceniza convertido.
 蝋燭の火を指で消した婦人に
  危険に懲りたことのある者は　危険を知らぬ者より　恐れるものです
 だから　あなたの指が火に触れた時　火傷をしないかと　恐れたのです
  でも　あなたが蝋燭で火傷するのを　恐れる必要など　ありませんでした
 私の燃え上がる炎にすら火傷しないのですから　絵に描いたような 
 火に火傷するはずないのです
  恐ろしいことに　苦しみの中で私は見ました
 もはや灯芯が焼き尽くされんばかりなのに　あなたが助けに来てく 
 ださらない光景を
  これは救われる望みがないことの前兆
 哀れな私は　恋の炎に包まれて　灰と化すまで　身を焦がすばかり
　Flores de baria poesía では 301番（p.456）のソネット。同歌集に収録された 
Terrazas の作品の中では唯一、表題が付されている。「私」の恋心に報いては
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くれない女性のつれなさと自身の絶望的な状況を、彼女が指で蝋燭の火を消
すのを見たという場面を想定し、自分の燃えるような恋の炎にすら火傷しな
い（心を動かさない）のだから、蝋燭の火など絵に描いたような（取るに足ら
ない）ものだと表現する。女性のつれなさが、120番のソネットでは “áspera, 
crüel, ingrata y dura ［厳しく、酷く、冷たく、硬い］”といった抽象語で表現さ
れていたのに対し、ここでは「火」にまったく動じない様子を描写すること
によって暗示的に形容されている。
　激しい恋情に溶かされていく自身の姿を蝋燭にたとえる比喩や、「私」の熱
さと彼女の冷たさのコントラストは、例えば Garcilaso de la Vega のソネット
18番 （p.35） にも見られる。
1  Si a vuestra voluntad yo soy de cera
 y por sol tengo solo vuestra vista,
 la cual a quien no inflama o no conquista
 con su mirar es de sentido fuera,
5  ¿de dó viene una cosa que, si fuera,
 menos veces de mí probada y vista,
 según parece que a razón resista,
 a mi sentido mismo no creyera?
  Y es que yo soy de lejos inflamando
10 de vuestra ardiente vista y encendido
 tanto, que en vida me sostengo apenas;
  mas si de cerca soy acometido
 de vuestros ojos, luego siento helado
 cuajárseme la sangre por las venas. 21
　日本語訳者の註 （p.24） によれば、Garcilaso のソネットの主題は、女性の
眼差しが「遠くから射られるだけで心を溶かす熱をもっているのに、近くで
見つめられると逆に心を凍てつかせるという逆説」であり、また「外面的・
肉体的美がそれを見るすべての人に恋を生じさせるというプラトン理論をふ
まえていると同時に、内面的・心理的美においてつれない女性の残酷さを対
照させて、その落差を強調すること」だという。この説明に従えば、Terrazas 
のソネットは、この詩的伝統の上に創作されていることが分かるが、その一
方で、太陽に比せられた女性の眼差しという構成要素がなくなり、かわりに
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あくまで比喩に過ぎなかった蝋燭が、「私」の目の前の実物の蝋燭となって具
体性を獲得し、さらには「私」の運命を暗示する役割が付加されている。つ
まり、眼前の蝋燭は、その火を指で消されることによって彼女の絶対的な冷
たさを演出するとともに、彼女への愛が尽きないがために愛の炎を消されぬ
まま燃え尽きるしかない「私」の絶望的な状況を、視覚的かつ寓意的に描写
するのを可能にしているといえるだろう。
5.　Royendo están dos cabras de un nudoso
1  Royendo están dos cabras un nudoso
 y duro y seco ramo en la mimbrera,
 que ya les fue en la verde primavera
 dulce, süave, tierno y muy sabroso.
5  Sienten el gusto extraño y amargoso,
 no hallan ramo verde en la ribera,
 que como su sazón pasada era,
 pasó también su gusto deleitoso.
  Y tras de aquel sabor que echaron menos,
10 de un ramo en otro ramo van mordiendo
 y quedan sin comer, de porfiadas.
  Memorias de mis dulces tiempos buenos,
 ¡así voy yo en vosotras discurriendo
 sin ver sino venturas acabadas!
  節くれ立ち　乾いて硬くなった柳の枝を　二匹の山羊が齧っている
 なぜなら　甘く　優しく　柔らかく　おいしい　緑の春は　
 過ぎ去っていたから
  奇妙な味がして苦かったが　川辺には　めぼしい枝はなかった
 旬が過ぎていたから　美味しさも失われていた
  久しく口にしていない　あの味を求めて　次から次へと枝を齧っていたら
 とうとう食べるものがなくなってしまった
  私の甘美な時代の思い出よ　私もまたおまえたちの後を追っていく
 過去の幸福のほかには　目もくれずに
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　Flores de baria poesía では 315番（p.596-597）のソネットで、写本 Spanish 
56
 （ff.105r-105v） にも収録されている （Lasarte: p.49）。内容の点では大きな
違いは生じていないが、両者の間には少なからず異同があり、186番のソネッ
トの場合と同様、より自然だと判断される Spanish56 のテクストを本稿で
は採用する。異同を確認しておくと、Flores de baria poesía では、一行目の 
“un nudoso” が “de un nudoso” に、2行目の “y duro y seco ramo” が “duro ramo 
seco” に、3行目の “pues” が “que” に、5行目の “Sienten el gusto extraño” が 
“Hallan extraño el gusto” に、6行目の “verde” が “bueno” に、10行目の “aquel 
sabor que echaron menos” が “este sabor que echaban menos” に、14行目の “voy 
yo en vosotras” が “voy tras vosotras” になっている。
　Pascual Buxó によれば、二匹の山羊のイメージには、Andrea Alciato の『エ
ンブレム集』の影響が認められるという。1549年、それまでで最大の 211
点のエンブレムを収録した、ベルナルディーノ・ダサ （Bernardino Daza） 翻
訳によるスペイン語版が、リヨンの出版業者ギヨーム・ルイエ（Guillaume 
Rouillé）とマセ・ボノム（Macé Bonhomme）によって出版される（邦訳書「解
題」, p.164）。Pascual Buxó は、このスペイン語版がスペインのみならずヌエ
バ・エスパーニャ副王領でも広く流布し、壁画や凱旋門の意匠などと並んで、
Flores de baria poesía の幾つかの作品にも題材を提供していると論じている
（pp.244-247）。
　Terrazas における山羊のイメージの源泉として Pascual Buxó が挙げている
のは、97番、76番、75番の三つのエンブレムである。まず、97番のエンブ
レムは “VIS NATURAE ［自然の力］”と題し、半人半獣の牧神パンの図像が
描かれている。スペイン語版の校訂者 Santiago Sebastián の解説（p.130-131）
によれば、ルネサンス期、マクロコスモスである宇宙とミクロコスモスであ
る人間は照応関係にあり、したがって神に近い上半身（特に頭部）が精神的
活動をつかさどり、大地に近い下半身は食欲や性欲などの肉体的な欲望に支
配されると考えられたが、上半身がひげの生えた毛深い人間で山羊の角と耳
と脚を持つパンの容姿は、そのような人間像の寓意としてうってつけのもの
だったといい、下半身をつかさどる自然の力の抗いがたいことを、このエン
ブレムは示しているのだという。次に、76番のエンブレムは “CAVENDUM 
A MERETRICIBUS ［娼婦からは身を守るべし］”と題し、人間を獣や家畜の
姿に変えてしまう魔女キルケーが描かれている。同じく Santiago Sebastián 
の解説 （pp.111-112） によれば、キルケーは娼婦の寓意であり、娼婦によっ
て人は「動物」に変えられてしまうというのが、その教訓だとしている。ち
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なみに、このエンブレムのエピグラムには「山羊」という言葉は見当たらな
いが、図像には豚や馬と並んで山羊が描かれているのが確認される。そして、
75番のエンブレムは “IN AMATORES MERETRICVM ［娼婦を愛する者たち
について］” と題され、エピグラムでは「毛深い雌山羊の皮に身を包んだ猟師」
が「頭に二つの角をつけ、河岸に立って、恋する鯔を欺く」様子と「雌山羊は
娼婦を思い起こさせ、鯔は、哀れにも恥ずべき愛に囚われて破滅する恋人に
似ている」（翻訳書 , p.38）という寓意的意味が説明されている。
　一方、ソネットの最終連に注目するなら、「私」は甘美な思い出に浸るばか
りで、そこには『エンブレム集』のような教訓的な寓意を読み取ることはで
きない。またそもそも『エンブレム集』にのみ着想を得たのかも不明である。
ただ、少なくとも若き日の恋情を懐古する「私」の詩的イメージが「山羊」で
あって他の動物ではないことには、たとえ教訓的ではないにしても、ある種
の寓意性が反映されていると思われる。
結び
　クリオーリョ第一世代の詩人である Francisco de Terrazas は、 文学史的には
スペインのセビーリャ派に連なる詩人のひとりとみなされている。しかし、
それはヨーロッパにおける文学様式をただひたすら一方的・受動的に受容し
たことを意味してはいない。Flores de baria poesía に収録された 5篇のソネッ
トに関していえば、Terrazas が Molza の流れを汲む肖像詩の形式をより洗練
させ、愛が成就しない男性の懊悩や絶望をより具体的に視覚化し、宮廷風
恋愛詩の修辞と中世文学の修辞を融合させた新たなエロティシズムによって 
ヨーロッパの詩人に対しても影響を及ぼしていることは、ここまで見てきた
とおりである。クリオーリョ詩人であるため、近年はテクストにおけるアメ
リカ的要素が強調される傾向があるが、まさにそれゆえにこそ、いたずらに
クリオーリョ性をテクストに見つけようとするのではなく、当時のイタリア語
詩やラテン語詩との関係も視野に入れながら、まずはテクストに即して、そ
の文学史的な位置づけを検討することの重要性が確認されたといえるだろう。
注釈
1 Cervantes （p.587-579）。 日本語訳 （p.289）は次の通り。「南極の果てといえども豊かなる／富のみ
ならず人間を超える叡智を／育んでいるものならば、最高の／異才に永遠の名声を授けもしよ
う。／今日日とて多くの者を示せるが／わずか二箇所に絞れども充分ならん。／メキシコのア
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ポロと紛う人物と／ペルーを照らす唯一の人物のこと。／その一人フランシスコ・デ・テラサ
スは／彼の地この地を問わずして遍く知られ／豊かなる彼の詩才は詩神より／生まれ故郷の古
巣へともたらされたり。」
2 “y pasó un Francisco de Terrazas, mayordomo que fue de Cortés, persona preeminente, murió de su 
muerte” （Díaz del Castillo, p.430）．日本語訳は翻訳書（p.427）による。
3 校訂版は，2004年に出版された Peña によるもの （Flores de baria poesía: Cancionero novohispano 
del siglo XVI, México: Fondo de Cultura Económica） が最もあたらしい。本稿では Flores de baria 
poesía からの引用は，特に断りのない限りこの版によって行う。
4 2006 年，Cancionero sevillano de Toledo: Manuscrito 506
 （fondo Borbón-Lorenzana） Biblioteca de 
Castilla-La Mancha （Sevilla: Universidad de Sevilla） として校訂版が出版された。なお，校訂版の
出版に先立って，同歌集に収録されている Terrazasの作品は，1918年に Enríquez Ureña が活字
化している。
5 Lasarte （p.47） によれば，Castro Leal （“Unos versos desconocidos de Francisco de Terrazas y un falso 
Privilegio” , Revista de Literatura Mexicana, 1 （1940）, pp.348-362） や Margit Frenk （Fernán González 
de Eslava, Villancicos, romances y ensaladas y otras canciones devotas, El Colegio de México, 1989, 
pp.25-31） によって活字化されている。
6 Lasarte （p.45） は，同大学がこの写本をサザビーズの競売で購入（1973年 6月 26日）した際に付
されたカタログには「おそらくサラマンカかポルトガルあたりで編纂された」とあるものの，ポ
ルトガルの詩人 Camões やサラマンカ大学教授の fray Luis de León および Pedro de Ledesma の作
品はいたるところで転写されていたから，彼らを収録しているというだけでは根拠になりえず，
むしろ Flores de varia poesía や Mateo Rosas de Oquendo の Cartapacio などと同様に，メキシコで
編纂され，スペインに渡った歌集のひとつではないかと推測している。
7 参考までに英語訳とフランス語訳は以下の通り。
  “Give up the golden hair / which binds my soul / and thus return to pure snow / the blended 
whiteness of those roses. // Give up the pearls and the precious coral / which so lavishly adorn your 
mouth, / and to heaven, by whom you are envied, / return the suns which you have stolen. // The grace 
and discretion that have been / bestowed on you by the Celestial Master / Return them to angelic nature. 
// And all this thus restored / You will see that what is left is all yours; / To be harsh, cruel, ungrateful and 
obstinate.” （Johnson, p.63）
  “Laissez les fils d’ or annelé / Qui tiennent mon âme enlacée / Et rendez à la neige intacte / Le 
blanc que ces roses nuancent // Laissez le corail et les perles / Qui font si bell votre bouche / Mais au ciel 
qui tant vous envie / Rendez ces soleils dérobés // Rendez au royaume des anges / Grâce et réserve qui 
reflètent / Le grand savoir du divin maître // Et tout cela restitué / Vous verrez les biens qui vous restent: / 
Rêche, ingrate, cruelle et dure.” （Anthologie, p.41）
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8 ペトラルカのソネット原文 （p.282） と翻訳書の日本語訳 （p.345） は次のとおり。“Onde tolse Amor 
l’oro, et di qual vena, / per far due treccie bionde e ’n quali spine / colse le rose, e ’n qual piaggia le brine / 
tenere et fresche, et die’ por polso et lena? // onde le perle, in ch’ei frange et affrena / dolci parole, honeste 
et pellegrine? / onde tante bellezze, et sí divine, / di quella fronte, piú che ‘l ciel serena? // Da quali angeli 
mosse, et di qual spera, / quel celeste cantar che mi disface, / sí che m’ avanza omai da disfar poco? // Di 
qual sol nacque l’ alma luce altera / di que’ belli occhi ond’ io ò guerra et pace, / che mi cuocono il cor in 
ghiaccio e ’ n foco?「ああいずこのいかな鉱脈から　“愛”は／二つの髪の房作る　黄金を採取せし
や？／いずこの棘から　薔薇摘みたるや　いずこの丘で／柔らかさ　初霜摘みて　脈と呼気を
与えしか？／／妙なる雅びなことばを　優しくかみ砕き調える／かの真珠は　いずれより生ま
れたるや？／澄みわたれる大空よりも　いや聖らかに／輝き渡る　かの額の美しきは　いずこ
より出るか？／／わが身さいなみ　はや幾ばくもなく滅びるほどに／聴き惚れる　天上の歌声
は、／いかなる蒼穹から　いずこの天使の唱えしか？／／かの明眸の誇り高い光は、いずれの
太陽から／生まれしか？　眩しさゆえに戦いと平和にあけくれ／折々に氷と火で　わが心を煮
炊きする貴き光は。」
9 翻訳書の日本語訳（p.29）は以下の通り。「汝がかんばせに白百合と薔薇の色香が／漂っているそ
の間に、情熱と／慎み秘めた眼差しにその輝きで／嵐さえ静める力あるうちに、／また金鉱で
選ばれたまばゆい金の／髪の毛がすばやい風にさらされて／すらりと伸びた美しき白きうなじ
に／揺れ動き、乱れ散らばるその間に、／心楽しき汝が春の甘き果実を／取り入れよ。やくざ
な＜時＞に麗しき／汝が頂を雪により覆われぬうち。／薔薇とても凍てつく風に枯れてゆく。
／己が習いを変えぬよう時の流れが／万象を移ろい行かせ変えるべく。」
10 拙訳「返すがいい　その白さを白百合に／その赤紫色を薔薇に／その天来の君の明眸を／澄んだ
光とともに天に／／返すがいい　多くの者を破滅させた／その甘美な歌をシレナに／返すがい
い　金脈から取られた／その自然な髪を黄金に／／返すがいい　美しさをベヌスに／強さを　
軍神マルテに／返すがいい　ヴェールを貞潔な女神ディアナに／／その至高なるものを　捨て
るがいい／残ったものだけが　本当のあなた／つめたくて　つれないだけ」
11 Figueroa の詩集の校訂者 Mercedes López Suárez によれば（p.370），マドリードの国立図書館所蔵
の写本 531番（531 Cartapacio de Francisco Morán de la Estrella, fol.163v）や，フィレンツェのリッ
カルディアーナ図書館所蔵の写本（ Ms.3.358, fol.96v）で， Figueroa が作者となっている。
12 拙訳「返すがいい　その白さを白百合に／その赤紫色を薔薇に／その天来の美しい目を／その澄
んだ光とともに天に／／返すがいい　多くの者を破滅させた／その甘美な歌をシレナに／戻す
がいい　金脈から取られた／その自然な髪を　黄金に／／返すがいい　その美しさをベヌスに
／その弁舌を　達弁なメルクリオに／その白いヴェールを　貞潔な女神ディアナに／／その至
高なるものを　捨てるがいい／残ったものだけが　本当のあなた／つめたくて　つれないだけ」
13 引用は Fiori di sonetti （p.228） による。拙訳「返すがいい　その白さを白百合に／その赤紫色を純
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真な薔薇に　／返すがいい　太陽から盗んだ／その眼差しの明るい炎を／／返すがいい　その
声の心地よい音の調べを／この上なく甘美なシレナに／返すがいい　その美しさを／あなたに
奪われたとこぼしている三美神に／／返すがいい　美しいヴェヌスに美を／ミネルヴァに知と
才と術を／貞潔なヂアナに純潔を／／その天の恵みをすべて脱ぎ捨て／残ったものだけが　本
当のあなた／ただ冷酷なだけ」
 　なお，この詩の作者については，ここでは Carolina Michaëlis de Vasconcelos （“Investigações 
sobre sonetos e sonetistas portugueses e castelhanos” , Revue hispanique, XXII, 1910, pp.509-614） や 
Joseph Fucilla （Estudios sobre el petrarquismo, Madrid: CSIC, 1960） などの研究によりカモンイス
のものだと考えられていること（Peña, Flores, p.281），それに対し Figueroa の校訂者 Mercedes 
López Suárez （Figueroa, Poesías, p.370） や Bustos Tauler （p.10） が，疑問を呈していることを紹介
するにとどめる。
14 引用は Fiori di sonetti （p.102）による。この Molza のソネットは，まず Delle Rime di Diversi Nobili 
Huomi et Eccellenti Poeti nella Lingua Thoscana （Libro Secondo,  Vinegia, 1548, p.133） に，その後 
Rime Inedite del Cinquecento （ed. L. Frati, Bologna, 1918, p.18） に収録されている （Bustos Tauler, 
p.11）。
15 Raccolta di rime italiane （p.105）。拙訳「返すがいい　その並びなき美しさを天に／その優美を三
美神に　あなたに征服された魂は／あなたをじっと見て／語るどころか　嘆いてばかりいる／
／返すがいい　考えを　言葉を／容貌を　視線を　甘美な笑みを／あらゆる栄誉をすべて　天
国に／返すがいい　太陽の美を太陽に／／返すがいい　アモルに弓と矢を／返すがいい　まず
哀れ死すべき者たちに／彼らから奪った魂の自由を／／返すがいい　他人のものをすべて　今
／何も残らないだろう／あなたの中には数多くの不幸と　冷酷以外には」
16 Pacheco の ラテン語詩は，Bustos Tauler （p.10） より引用。なお，Bustos Tauler によるスペイ
ン語訳は次の通り。“A Isabel, bellísima y doctísima heroína （...） créeme, la belleza con que has sido 
dotada no te pertenece: devuelve a la rosa el rubor que flo- rece en tu frente rosácea; tu blancura de nieve, 
devuélvela, modesta, a la nieve. Devuelve a las conchas las perlas que brillan en tu boca y la púr- pura con 
la que el Amor ha teñido tus labios （...）.　拙訳「美しく聡明なイサベルへ／（...） 僕を信じて欲しい，
君のその美しさは君のものではない／薔薇に返すがいい　君の赤い額で咲いている赤色を／雪
に返すがいい　君の雪の白さを　謙虚になって／貝に返すがいい　君の口で輝いている真珠を
／アモルが君の唇を染めた赤紫色を」
17 Francisco Pimentel, “Literatura Mexicana”, Revista Nacional de Letras y Ciencias, México, 2, 1889-1890, 
pp.222-223。
18 拙訳「縮れて短い水晶の髪よ　見る者を震わせその命を奪う額よ　その眉の色は白銀に勝り　雪
花石膏も白雪も色を失う／その柔和で温和な真珠の目　他を寄せ付けないその鼻　皆を喜ばせ
るその果てのない口　並ぶもののない上品なすきっ歯／尊敬に値するそのながい首　長い首に
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こそ相応しいその手　懐深く柔らかいまったき胸／気品にあふれ甘美で慎み深いその仕草…　
われらの目にあらわなものがこれほど美しいのなら　恋する者たちよ，秘められたものを観想
したまえ！」
19 拙訳は以下の通り。「白銀の二つの礎の上に　二本の素敵な円柱が立っているのを　僕は見た　
それは青いガラスに包まれ　麦色の薄絹と飾り結びに縛られていた／／僕は動揺して言った「エ
ルクレスにこそふさわしい　選ばれし履物たちよ！　あなたを愛してやまない僕の魂は　あな
たを腕で持ち上げて　お顔を拝みたくてしかたない／／この肩に担ぎ上げ　誰も見たことのな
い別世界に　Plus Ultra のトロフィーを打ち立てたいものだ／／僕がサンソンだったなら　あな
たを崩してしまうのに　その神殿が崩れ落ちれば　僕の死は生を受け　僕の欲望には死がもた
らされるだろう。」
20 Edmond Farall, Les arts poétique du XIIe et du XIIIe siècle, Paris: Champion, 1924.
21 翻訳書の日本語訳 （p.24） は次の通り。「そなたの意志に蠟のごとなりし私が／太陽とみなした汝
の眼差しに／よもや焼かれて打ち負けぬ者があるなら／気のふれた者とされても止むをえぬ。
／／自らの目でかくほどに見て確かめた／ことなくば、我とて己が感覚を／信じはしないこと
なれど、見ようによれば／理に背いたことがなぜ起きる？／／つまりそなたの燃え立った熱き
眼差し／彼方より受けただけでも熱さゆえ／燃えて命を長らえることもできぬに／／近くより
汝の視線に出会うとき／突如身体は凍りつき血の流れすら／止まるべき気持ちがするというわ
けは。」
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